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(57)【要約】
第一緩衝層およびシェル層を含み得る例示的な支持帯が
説明される。シェル層は、支持帯が使用されているとき
、少なくとも距骨－舟状骨関節から内側の楔状－第一中
足骨関節に長手方向に、かつ少なくとも内側の楔状骨の
下に横方向に延びるように構成され得る。シェル層は、
支持帯によって提供される土踏まずの支持量を変化させ
る取り外し可能インサートを受けるように構成され得る
。一組のインサートは、例示的な支持帯がユーザの支持
の好みに基づきカスタマイズされることを可能にするた
めに提供され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持帯が使用されているとき、ユーザのかかと部位から少なくとも該ユーザの前方の中
足骨部位に延びるように構成される発泡緩衝層と、
　上部表面と下部表面とを有する支持シェルであって、該支持シェルは、該発泡緩衝層よ
り硬く、該発泡緩衝層の下に位置し、該支持シェルは、該支持帯が使用されているとき、
少なくとも該ユーザの距骨－舟状骨関節から該ユーザの内側の楔状－第一中足骨関節に長
手方向に、かつ少なくとも該ユーザの内側の楔状骨の下に横方向に延びるように構成され
、該支持シェルは、内側において先が上に向いたフランジを、そして該下部表面において
取り外し可能インサートを受けるように構成される、開口部を含む、支持シェルと、
　該開口部において取り外し可能に受けられるように構成される取り外し可能インサート
であって、該インサートは、それが該開口部に受けられているとき、該支持帯の支持特性
を変化させ、該開口部に受けられているとき、該インサートは、該支持帯が使用されてい
るとき、少なくとも該ユーザの該距骨－舟状骨関節から該ユーザの該内側の楔状－第一中
足骨関節に長手方向に延びる、取り外し可能インサートと
　を備えている、支持帯。
【請求項２】
　前記シェル層は、前記支持帯が使用されているとき、前記ユーザの土踏まずを支持する
ように構成される、請求項１に記載の支持帯。
【請求項３】
　前記取り外し可能インサートは、前記シェル層より硬い、請求項１に記載の支持帯。
【請求項４】
　前記取り外し可能インサートは、５９Ｄ～７１Ｄの範囲のショア硬さを有する、請求項
１に記載の支持帯。
【請求項５】
　前記取り外し可能インサートは、６９Ｄ～７９Ｄの範囲のショア硬さを有する、請求項
１に記載の支持帯。
【請求項６】
　緩衝層と、
　該緩衝層の下に配置されるシェル層であって、
　該シェル層は、支持帯が使用されているとき、少なくともユーザの距骨－舟状骨関節か
らユーザの内側の楔状－第一中足骨関節に長手方向に、かつ少なくとも該ユーザの内側の
楔状骨の下に横方向に延びるように構成され、
　該シェル層は、該支持帯によって提供される支持を変化させる取り外し可能インサート
を受けるように構成される、シェル層と
　を備えている、支持帯。
【請求項７】
　前記緩衝層は、４．３～５．３ポンド毎立方フートの範囲の密度を有する、請求項６に
記載の支持帯。
【請求項８】
　前記緩衝層は、３ｍｍ以下の泡を有する、請求項６に記載の支持帯。
【請求項９】
　前記支持帯が使用されているとき、前記シェル層は、前記ユーザの土踏まずを支持する
ように構成される、請求項６に記載の支持帯。
【請求項１０】
　前記シェル層は、熱可塑性ウレタンから作られる、請求項６に記載の支持帯。
【請求項１１】
　前記シェル層は、９０Ａ～１００Ａの範囲のショア硬さを有する、請求項６に記載の支
持帯。
【請求項１２】
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　前記シェル層によって受けられるように構成される取り外し可能インサートをさらに備
え、該取り外し可能インサートが該シェル層によって受けられるとき、該取り外し可能イ
ンサートは、前記支持帯によって提供される支持を変化させる、請求項６に記載の支持帯
。
【請求項１３】
　前記取り外し可能インサートは、前記シェル層より硬い、請求項１２に記載の支持帯。
【請求項１４】
　前記取り外し可能インサートは、前記シェル層より堅い、請求項１２に記載の支持帯。
【請求項１５】
　前記取り外し可能インサートは、前記支持帯の下部において受けられる、請求項１２に
記載の支持帯。
【請求項１６】
　前記取り外し可能インサートは、前記シェル層の下部において受けられる、請求項１２
に記載の支持帯。
【請求項１７】
　前記取り外し可能インサートが前記シェル層によって受けられるとき、該取り外し可能
インサートの上部表面は、着用者の足に向かって上方に凸状である、請求項１２に記載の
支持帯。
【請求項１８】
　前記取り外し可能インサートは、突出リブ付きの実質的に平らな本体を含む、請求項１
２に記載の支持帯。
【請求項１９】
　前記突出リブは、前記実質的に平らな本体に沿って長手方向に延びる、請求項１８に記
載の支持帯。
【請求項２０】
　前記突出リブは、互いから離れるように湾曲する形状である、請求項１８に記載の支持
帯。
【請求項２１】
　前記取り外し可能インサートの一部を形成する挿入タブと、
　前記シェル層におけるアパーチャであって、該アパーチャは該挿入タブを受けるように
構成される、アパーチャと
　をさらに備え、
　該挿入タブは、シェル層におけるアパーチャに挿入されたとき、該シェル層において該
取り外し可能インサートを取り外し可能に保持する、請求項１２に記載の支持帯。
【請求項２２】
　前記取り外し可能インサートは、熱可塑性ウレタンから構成される、請求項１２に記載
の支持帯。
【請求項２３】
　前記取り外し可能インサートは、熱可塑性ウレタンおよびアクリロニトリル－ブタジエ
ン－スチレンから構成される、請求項１２に記載の支持帯。
【請求項２４】
　前記取り外し可能インサートは、６０％～７０％の熱可塑性ウレタンから作られる、請
求項２３に記載の支持帯。
【請求項２５】
　前記取り外し可能インサートは、３０％～４０％のアクリロニトリル－ブタジエン－ス
チレンから作られる、請求項２３に記載の支持帯。
【請求項２６】
　熱可塑性ウレタンとアクリロニトリル－ブタジエン－スチレンとの比は、７／３～３／
２の範囲である、請求項２３に記載の支持帯。
【請求項２７】
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　前記取り外し可能インサートは、６９Ｄ～７９Ｄのショア硬さを有する、請求項１２に
記載の支持帯。
【請求項２８】
　前記取り外し可能インサートは、２２０～５００ｋｓｉの範囲の曲げ率を有する、請求
項１２に記載の支持帯。
【請求項２９】
　前記取り外し可能インサートは、５９Ｄ～６９Ｄのショア硬さを有する、請求項１２に
記載の支持帯。
【請求項３０】
　前記取り外し可能インサートは、１１０～２１０ｋｓｉの範囲の曲げ率を有する、請求
項１２に記載の支持帯。
【請求項３１】
　選択された取り外し可能インサートを前記シェル層に挿入することによって、前記支持
帯のユーザが該支持帯の支持特性をカスタマイズすることを可能にするように構成される
一組の種々の取り外し可能インサートをさらに備え、該選択された取り外し可能インサー
トは該一組の種々の取り外し可能インサートから選択される、請求項６に記載の支持帯。
【請求項３２】
　前記一組の種々の取り外し可能インサートは、実質的に寸法的に同一であるが、異なる
材料特性を有する、請求項３１に記載の支持帯。
【請求項３３】
　前記一組の種々の取り外し可能インサートは、寸法的に異なるが、同じ材料から作られ
る、請求項３１に記載の支持帯。
【請求項３４】
　前記緩衝層は、ポリウレタン発泡体から作られる、請求項６に記載の支持帯。
【請求項３５】
　前記緩衝層は、少なくともかかと部位から中足骨に近位の趾節骨関節に長手方向に延び
る、請求項６に記載の支持帯。
【請求項３６】
　前記緩衝層のかかと部位の下部において変形可能な凹みをさらに備えている、請求項６
に記載の支持帯。
【請求項３７】
　前記緩衝層は、前記シェル層の前方および後方の端部を越えて長手方向に延びる、請求
項６に記載の支持帯。
【請求項３８】
　前記緩衝層のかかと部分の一部として形成されるヒールカップをさらに備えている、請
求項６に記載の支持帯。
【請求項３９】
　前記緩衝層とシェル層との間に位置する二次層をさらに備えている、請求項６に記載の
支持帯。
【請求項４０】
　前記緩衝層の上に位置するカバー層をさらに備えている、請求項６に記載の支持帯。
【請求項４１】
　前記カバー層は、ポリエステルから構成される、請求項４０に記載の支持帯。
【請求項４２】
　前記支持帯が使用されているとき、前記シェル層の下部表面にあり、少なくとも前記ユ
ーザの距骨－舟状骨関節から該ユーザの内側の楔状－第一中足骨関節に長手方向に延びる
、空洞をさらに備え、該空洞は前記取り外し可能インサートを受けるように構成される、
請求項６に記載の支持帯。
【請求項４３】
　前記空洞から前記シェル層を通って延びる前方および後方のアパーチャをさらに備え、
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該アパーチャは、前記取り外し可能インサート上の挿入タブを受けるように構成される、
請求項４２に記載の支持帯。
【請求項４４】
　前記シェル層は、熱可塑性ウレタンを備え、５９Ｄ未満のショア硬さである、請求項６
に記載の支持帯。
【請求項４５】
　前記シェル層は、５～１１０ｋｓｉの範囲の曲げ率を有する、請求項６に記載の支持帯
。
【請求項４６】
　前記シェル層は、表面に沿って円形で凹状の溝を含む、請求項６に記載の支持帯。
【請求項４７】
　前記シェル層は、土踏まず部位に沿って楕円形の穴を含む、請求項６に記載の支持帯。
【請求項４８】
　前記シェル層は、土踏まず部位に沿った突出リブを含む、請求項６に記載の支持帯。
【請求項４９】
　緩衝支持帯によって提供される支持量を変化させる、土踏まず部位において取り外し可
能インサートを受けるように構成される緩衝支持帯と、
　該緩衝支持帯によって受けられるように構成される一組の取り外し可能インサートであ
って、該取り外し可能インサートが該緩衝支持帯に挿入されているとき、該一組の取り外
し可能インサートにおける各取り外し可能インサートは、該緩衝支持帯のユーザに対して
異なるレベルの支持を提供する、一組の取り外し可能インサートと
　を備えている、調整可能支持帯システム。
【請求項５０】
　前記緩衝支持帯は、該緩衝支持帯によって受けられる取り外し可能インサート無しで靴
内に置かれる、請求項４９に記載の調整可能支持帯システム。
【請求項５１】
　前記緩衝支持帯は、該緩衝支持帯によって受けられる取り外し可能インサート付きで靴
内に置かれる、請求項４９に記載の調整可能支持帯システム。
【請求項５２】
　前記一組の取り外し可能インサートの取り外し可能インサートは、種々の材料組成物か
ら作られる、請求項４９に記載の調整可能支持帯システム。
【請求項５３】
　前記一組のインサートの取り外し可能インサートは、実質的に寸法的に同一である、請
求項４９に記載の調整可能支持帯システム。
【請求項５４】
　前記一組のインサートの取り外し可能インサートは、寸法的に異なる、請求項４９に記
載の調整可能支持帯システム。
【請求項５５】
　前記一組の取り外し可能インサートの各取り外し可能インサートは、異なるそれぞれの
曲げ率を有する、請求項４９に記載の調整可能支持帯システム。
【請求項５６】
　緩衝支持帯にユーザカスタマイズされた適合を提供する方法であって、
　該緩衝支持帯によって提供される支持量を変化させる、土踏まず部位において取り外し
可能インサートを受けるように構成される緩衝支持帯を該ユーザに提供することと、
　種々の特性を有する一組のインサートを該ユーザに提供することであって、該インサー
トは該緩衝支持帯によって受けられるように構成される、ことと、
　選択されたインサートが該緩衝支持帯に挿入されているとき、該緩衝支持帯からのユー
ザの好ましい支持量を提供する一組のインサートの中からひとつのインサートをユーザが
選択するように該ユーザに対して指示を提供することと
　を包含する、方法。
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【請求項５７】
　前記一組のインサートは、実質的に寸法的に同一であるが、異なる材料特性を有する、
請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記緩衝支持帯は、該緩衝支持帯の下部表面上の前記取り外し可能インサートを受ける
ように構成される、請求項５６に記載の方法。
【請求項５９】
　前記インサートは挿入タブを含み、前記緩衝支持帯は該挿入タブを受けるように構成さ
れるアパーチャを含む、請求項５６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　（背景）
　支持帯などの従来の履物のインサートは、一般的に特定の顧客のニーズに適合するよう
に顧客に販売される。これらのニーズは、顧客の足の状態かまたは顧客の個人的な好みの
いずれかにおける変化により時間の経過と共に変化するので、顧客は、一般的には全く新
しい取替品を買う。複数の支持帯を買うというこの慣行は、費用が掛かり、かつ保管する
のにかさばることになる。
【０００２】
　市販の支持帯またはインソールは概して、カスタマイズ可能ではなく、支持の範囲が限
定される。これらの支持帯は、種々のサイズで作られるが、一般的に特定の形状および支
持構造を有する。販売される支持帯は、材料の種類、材料の硬さ、曲がりにくさ、柔軟性
、材料の曲げ率、または土踏まずの形状などの種々の特性において異なり得る。しかしな
がら、特定の支持帯に関しては、これらの個々の特性の各々はカスタマイズ可能ではない
。従って種々の顧客の好みを満足するために、支持帯の多くの変種が小売環境において提
供されなければならない。
【０００３】
　一部の特注（ｃｕｓｔｏｍ）の支持帯が記載されているが、ユーザによって容易に調整
可能ではない。例えば、特注の支持帯は、足によって圧縮されたとき成型される材料から
作られるか、または足に一致する（ｃｏｎｆｏｒｍ）ように硬化可能な材料から作られ得
る。あるいは、特注の支持帯は、個人の足の寸法をとることによって作られ得る。しかし
ながら、これらの特注の支持帯の不利な点は、それらの支持帯が特定の足のための特注に
よる適合（ｃｕｓｔｏｍ　ｆｉｔ）によるオーダーメードでなければならないことである
。それらはまた、使用法に従い調整され得ない。例えば、ユーザは、毎日の使用に対して
、スポーツをするときには異なるレベルの支持を望み得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（詳細な説明）
　支持帯またはインソールは一般的に、土踏まずの支持または足の様々な他の部分の支持
などの支持を提供するように作られる。しかしながらユーザは、新しい支持帯に切り替え
たり、新しい支持帯を買ったりすることなく、支持帯における支持をカスタマイズするこ
とまたは変更することを望み得る。小売業者もまた、異なる支持または快適さの好みによ
って顧客を満足させる単一の製品を在庫にすることを望み得る。
【０００５】
　本発明の一部の例示の実施形態において、調整可能支持帯は、種々のインサートを用い
ることによって、カスタマイズ可能なレベルの支持を提供するという問題を解決する。本
発明の一部の例示の実施形態は、インサートを受けるように構成される支持帯を含み、該
インサートは、支持帯の支持特性を変化させる。１つの例示の実施形態において、例えば
、インサートを受けるように構成される開口部などの支持帯インサート受容位置の位置は
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、シェル層より比較的に柔らかい発泡層下の比較的に固いシェル層に置かれ得る。シェル
層のインサート受容位置は、取り外し可能なインサートが受けられ得るアパーチャを有す
る指定領域であり得る。１つの例示の実施形態において、インサート受容位置領域は、支
持帯の下部中央に沿って長手方向に向けられ得、内側すなわち横方向かつ長手方向の土踏
まずの任意の部分の下にある土踏まずの空洞を提供し得る部位である土踏まずの部位を支
持し得る。あるいは、インサート受容位置領域は、足の内側の土踏まず部位の一部分の下
に位置する調整可能支持帯のシェル層と発泡層との間にあるスペースであり得る。
【０００６】
　本発明の一部の例示の実施形態の１つの利点は、該例示の実施形態が、新しい支持帯を
買う必要なく複数のレベルの支持を提供し得ることである。調整可能支持帯は、種々の取
り外し可能インサートを交換することによって、種々のユーザの好みまたは種々の活動に
対して構成され得る。調整可能支持帯の一部の例示の実施形態は、第一緩衝層の下に配置
される、緩衝層より比較的に硬いシェル層を有する比較的に柔らかい緩衝層を含み得、シ
ェル層は、支持帯が使用されているとき、少なくとも距骨－舟状骨関節から内側の楔状－
第一中足骨関節に長手方向にかつ少なくとも内側の楔状骨の下に横方向に延びるように構
成される。シェル層は、支持帯によって提供される支持量を変化させる取り外し可能イン
サートを受けるように構成され得る。
【０００７】
　一部の例示の調整可能支持帯は、様々な特徴を含み得る。例示の調整可能支持帯は、シ
ェル層が緩衝層の下にあって、緩衝層の上にカバー層を有し得る。取り外し可能インサー
トは、調整可能支持帯によって受けられ得る。
【０００８】
　シェル層に関して、支持帯が使用されているとき、シェル層はユーザの土踏まずを支持
するように構成され得、シェル層は熱可塑性ウレタンから作られ得、シェル層は９０Ａ～
１００Ａの範囲または５９Ｄ未満のショア硬さを有し得、シェル層は５～１００ｋｓｉの
曲げ率範囲を有し得、シェル層は取り外し可能インサート上の挿入タブを受けるアパーチ
ャ（例えば、空洞、ディボットなど）を含み得、シェル層は、支持帯が使用されていると
き、少なくともユーザの距骨－舟状骨関節からユーザの内側の楔状－第一中足骨関節に長
手方向に延びる下部表面上に空洞を有し得、開口部は取り外し可能インサートを受けるよ
うに構成され、シェル層はシェル層を通る空洞から延びる前方および後方のアパーチャを
有し得、アパーチャは、取り外し可能インサート上の挿入タブを受けるように構成され、
シェル層は表面に沿って円形で凹形の溝を含み得、シェル層は土踏まず部位に沿って楕円
形の穴を含み得、シェル層は土踏まず部位に沿った突出リブを含み得る。
【０００９】
　取り外し可能インサートに関して、取り外し可能インサートはシェル層によって受けら
れるように構成され得、取り外し可能インサートは、それがシェル層によって受けられる
とき、支持帯によって提供される支持を変化させ、取り外し可能インサートはシェル層よ
り硬く（ｈａｒｄｅｒ）かつ／またはより堅く（ｍｏｒｅ　ｒｉｇｉｄ）あり得、取り外
し可能インサートは５９Ｄ～７１Ｄまたは６９Ｄ～７９Ｄの範囲のショア硬さを有し得、
取り外し可能インサートは支持帯の下部またはシェル層の下部において受けられ得、取り
外し可能インサートがシェル層によって受けられるとき、取り外し可能インサートの上部
表面は、着用者の足に向かって上方に凸状であり得、取り外し可能インサートは突出リブ
付きの実質的に平らな本体を含み得、突出リブは、実質的に平らな本体に沿って長手方向
に延び、互いから離れるようにカーブする形状であり得、挿入タブは、取り外し可能イン
サートの一部を形成し得、シェル層のアパーチャの中に挿入され、シェル層に取り外し可
能に保持され得、取り外し可能インサートは、熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ）またはＴＰＵ
とアクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）との組合せから構成され得、取り
外し可能インサートは６０～７０％のＴＰＵから作られ得、取り外し可能インサートは３
０～４０％のＡＢＳから作られ得、取り外し可能インサートは７／３～３／２の範囲の比
でＴＰＵおよびＡＢＳから作られ得、取り外し可能インサートは、１１０～２１０ｋｓｉ



(8) JP 2009-540880 A 2009.11.26

10

20

30

40

50

の曲げ率、より堅固なインサートに関しては、２２０～５００ｋｓｉの曲げ率を有し得る
。
【００１０】
　選択された取り外し可能インサートをシェル層に挿入することにより支持帯のユーザが
支持帯の指示特性をカスタマイズすることを可能にするように構成される一組の種々の取
り外し可能インサートが提供され得、選択される取り外し可能インサートは一組の種々の
取り外し可能インサートから選択される。一組の種々の取り外し可能インサートは、実質
的に寸法的に同一であるが、種々の材料特性を有し得る。あるいは、種々の取り外し可能
インサートは、寸法的に異なるが、同じ材料から作られる。
【００１１】
　緩衝層に関して、緩衝層は１．３～８．３ポンド毎立方フートの範囲の密度を有し得、
緩衝層はポリウレタン発泡体から作られ得、緩衝層は少なくともかかと部位から中足骨に
近位の趾節骨関節に長手方向に延び得、緩衝層はかかと部位の下部において変形可能な凹
みを有し得、緩衝層はシェル層の前方および後方の端部を越えて長手方向に延び得、ヒー
ルカップは緩衝層のかかと部分の一部として形成され得、二次層は緩衝層とシェル層との
間に位置し得、カバー層は緩衝層の上に位置し得、カバー層はポリエステルから作られる
。
【００１２】
　支持帯が、例えば購入パッケージで得られたとき、ユーザは、様々な硬さ、堅さ、また
は寸法を有する一組のインサートも提供され得る。ユーザは、ユーザ自身でインサートを
変更することによって、ユーザの調整可能な支持帯の支持を変更することが可能である。
例えば、明確な土踏まずを有しない、すなわち低い土踏まずのユーザは、より多くの支持
を必要とし得、足の土踏まずに対してより多くの支持を提供するようにより大きな硬さを
好み得る。他方、高い土踏まず、すなわちより明確な土踏まずを有するユーザは、硬さよ
り多くの緩衝性を好み得る。より硬いかまたはより堅いインサートによるより大きな程度
の支持は、高い土踏まずを有するユーザにとって不快でさえあり得る。なぜなら彼等の土
踏まずが明確であるので、より硬いインサートは、足の下の硬い感覚に敏感になり得る土
踏まずに突出し得るからである。ユーザはまた、時間の経過により、彼等の調整可能な支
持帯の支持を調整することを望み得る。例えば、支持帯が使用によって「履き慣らされた
」場合、ユーザは異なる硬さのインサートを用いることを望み得る。
【００１３】
　調整可能支持帯の例示の実施形態は、様々な特徴もまた含み得る。調整可能な支持帯シ
ステムは、緩衝支持帯によって提供される支持量を変化させる、土踏まず部位の取り外し
可能インサートを受けるように構成される緩衝支持帯と、緩衝支持帯によって受けられる
ように構成される一組の取り外し可能インサートであって、取り外し可能インサートが緩
衝支持帯に挿入されているとき、一組の取り外し可能インサートにおける各取り外し可能
インサートは、緩衝支持帯のユーザに対して異なるレベルの支持を提供する、一組の取り
外し可能インサートとを有し得る。緩衝支持帯は、緩衝支持帯によって受けられる取り外
し可能インサート付きまたは無しで靴内に置かれ得る。一組の取り外し可能インサートの
取り外し可能インサートは、種々の材料合成物から作られ得、実質的に寸法的に同一であ
り得、寸法的に異なり得、かつ／または異なるそれぞれの堅さを有し得る。
【００１４】
　緩衝支持帯に対してカスタマイズされた適合をユーザに提供する手順の例示の実施形態
もまた変化し得る。手順は、緩衝支持帯によって提供される支持量を変化させる、土踏ま
ず部位の取り外し可能インサートを受けるように構成される緩衝支持帯をユーザに提供す
ることと、種々の特性を有する一組のインサートをユーザに提供することであって、イン
サートは緩衝支持帯によって受けられるように構成される、ことと、選択されたインサー
トが緩衝支持帯に挿入されているとき、緩衝支持帯からのユーザの好ましい支持量を提供
する一組のインサートの中からひとつのインサートをユーザが選択するようにユーザに対
して指示を提供することとを含み得る。一組のインサートは、実質的に寸法的に同一であ
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るが、異なる材料特性を有し得る。緩衝支持帯は、緩衝支持帯の下部表面上の取り外し可
能インサートを受けるように構成され得る。インサートは挿入タブを含み得、緩衝支持帯
は挿入タブを受けるように構成されるアパーチャを含み得る。
【００１５】
　顧客が調整可能支持帯を最初に購入するとき、顧客は、支持帯によって提供される支持
量を変化させる取り外し可能インサートを受ける位置を有する支持帯、および一組のイン
サートであって、該インサートは互いに対して支持レベルにおいて様々であり、該インサ
ートはシェル層によって受けられるように構成される、インサートが提供され得る。イン
サートは、組で提供され得、その結果、顧客は、支持帯に取り付けるインサートの硬さお
よび／または堅さの種々のレベルを選び得る。顧客は、両方の靴に同じ硬さおよび／また
は堅さのインサートを置く必要はない。例えば、顧客は、一方の靴に堅い支持およびもう
一方の靴に中位にすぎない支持を望み得る。
【００１６】
　インサートは、寸法的には類似しているが、用いられる材料の混合および／または硬さ
などの要因を変えることから適合された硬さおよび／または柔軟性によって変化された様
々なレベルの支持を有し得る。あるいはインサートは、寸法的に異なることによる様々な
レベルの支持を提供し得る。例えば、種々の長さ、厚さ、または湾曲のインサートは、種
々のレベルの支持を提供するために用いられ得る。
【００１７】
　あるいは調整可能支持帯システムは、顧客が最初のインサートのパッケージ付きの調整
可能支持帯を買い、後に別個のインサートのパッケージを買い得るように、顧客に販売さ
れ得る。このことは、支持を調整するための初めの一組のインサートを有する顧客がより
細かい程度に支持の範囲を調整するために異なるパッケージのインサートをさらに買うこ
とを可能にする。さらに、顧客が一組のインサートを紛失した場合、顧客は、新しい支持
帯を買う必要なく、新しいインサートのパッケージを買い得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯の上面図を示す
。
【図２】図２は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯の等角図を示す
。
【図３ａ】図３ａは、本発明の例示の実施形態に従う、例示のインサート付き調整可能支
持帯の底面図を示す。
【図３ｂ】図３ｂは、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの調整可能支持帯の例示の
シェル層の底面図を示す。
【図３ｃ】図３ｃは、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサートの
外形図を示す。
【図４】図４は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの調整可能支持帯の例示の実施
形態のシェル層の上面図を示す。
【図５】図５は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯のシェ
ル層の内側の側面図を示す。
【図６】図６は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯のシェ
ル層の等角図を示す。
【図７】図７は、本発明の例示の実施形態に従う、図５の例示の調整可能支持帯シェル層
の横方向側面図を示す。
【図８】図８は、本発明の例示の実施形態に従う、図５の例示の調整可能支持帯シェル層
の正中線断面側面図を示す。
【図９】図９は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の内側
の側面図を示す。
【図１０】図１０は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の
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正中矢状平面図を示す。
【図１１】図１１は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の
横方向断面図を示す。
【図１２】図１２は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ｃ例示の取り外し可能インサ
ートの上面／内部図を示す。
【図１３】図１３は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ｃの例示の取り外し可能イン
サートの等角図を示す。
【図１４】図１４は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ｃの例示の取り外し可能イン
サートの内側の図を示す。
【図１５】図１５は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ｃの例示の取り外し可能イン
サートの側面図を示す。
【図１６】図１６は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ｃの例示の取り外し可能イン
サートの正中矢状平面図を示す。
【図１７】図１７は、代替の例示の調整可能支持帯およびインサートの下部の等角図を示
す。
【図１８】図１８は、本発明の例示の実施形態に従う、図１７の代替の例示の調整可能支
持帯の上面図を示す。
【図１９】図１９は、本発明の例示の実施形態に従う、図１７の代替の例示の調整可能支
持帯インサートの等角図を示す。
【図２０】図２０は、本発明の例示の実施形態に従う、支持帯のためのユーザカスタマイ
ズされた適合を提供する例示の手順のフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯の上面図を示す。この
図は、例示の調整可能支持帯がユーザの履く靴に置かれるときに足に接する支持帯の側面
を示す。この図は、支持帯の前端すなわち遠位端１０３および例示の調整可能支持帯の後
端すなわち近位端１０４を含む様々な方向を示す。図１における特定の例示の調整可能支
持帯は、左足に関して形作られる。右足に関して、例示は長手方向の軸に沿って逆にされ
得ることは理解される。内側１０５は、内側の土踏まず部位１０６の一部を含み、横方向
側１０７は、横方向かつ長手方向の土踏まずを含む図の左に置かれる。
【００２０】
　例示の調整可能支持帯は、かかと部位から足の約４分の３に延び、ユーザの中足骨に近
位の趾節骨関節の下にある緩衝層から成り立ち得る。あるいは緩衝層は、より短くあり得
るか、またはつま先までずっと延び得る。
【００２１】
　緩衝層は、衝撃を吸収する能力のある、変形可能な、または弾性のある、または柔軟性
のある材料から作られ得る。材料は、ポリウレタン発泡体、ネオプレン、エチレン－ビニ
ル－アセテート（ＥＶＡ）、エラストマ、ナイロンなどを含み得る。緩衝層は、単一の材
料から成形される単一部品であり、つま先１０８に最も近い前方部位、前足部位１０９、
土踏まず部位１１０、およびかかと部位１０２などの部位における様々な厚さを有し得る
。あるいは緩衝層は、種々の種類の材料の複数の層から作られる多積層に組み立てられた
部品であり得る。緩衝層を作る１つの方法は、非圧縮発泡体材料の上にカバー層を置くこ
とである。カバー層および非圧縮発泡体の組合せは次いで、モールドの中に置かれ、圧縮
成形技術が適用される。例えば、ひとつの例示の技術は、非圧縮発泡体およびカバー層の
組合せを加熱された空洞の中に置き、熱および圧力を掛け、非圧縮発泡体材料を硬化する
。
【００２２】
　緩衝層は、足の形状に一致させるために、側面１０１上に湾曲して形作られるかまたは
成形され得る。特に内側１０５は、足の内側の土踏まず部位１０６の一部分の下に置かれ
た部分を含み得る。湾曲は、例示の調整可能支持帯の側面の様々な垂直の厚さまたは例示
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の調整可能支持帯自体の特定の角度のついた湾曲の結果であり得る。かかと部位１０２は
また、ヒールカップを有し得、かつ／または、足がスリップするのを防ぐために、代わり
に側面のように上方に突出し得る。寸法および他の値は、様々な足のサイズのために開発
されたモデルの数によって変化し得ることは理解される。
【００２３】
　緩衝層の例示の実施形態は、調整可能支持帯全体にわたり均質の堅さであり得る。ユー
ザの快適さのために、ポリエステルカバーなどの布地表面を介して感じられるほど大きな
、発泡体内の泡がないことが好ましい。例えば、３ｍｍより大きい泡は一部のユーザにと
って不快であり得る。発泡体の表面に関して、１平方インチ当り２個を超える封止された
泡または１．５ｍｍ～３．０ｍｍの範囲外の直径を有する６個を超える表面の泡は、許容
可能でない場合がある。あるいは、例示の調整可能支持帯の柔軟性、硬さ、厚さ、弾性、
または密度は、緩衝層において複数の副層のサンドイッチを用いることによって、または
均一でなく成形されたモールドを有することによって、長手方向、横方向または垂直方向
のいずれかに全体に変化し得る。
【００２４】
　女性の足のための緩衝層の例示の実施形態は、次の仕様により成形されるポリウレタン
発泡体であり得る：４．３～５．３ポンド毎立方フートの範囲の密度、５．５ｍｍ±１ｍ
ｍの非圧縮発泡体前足厚さ、１５．５ｍｍ±１ｍｍの非圧縮発泡体かかと厚さ、４．３～
５．３　ｌｂｓ／ｆｔ３の密度、５　ｌｂｓ／ｉｎの引裂き強度、および２．５％の圧縮
永久ひずみである。緩衝層の密度は、４．３～５．３ポンド毎立法フート（ｌｂｓ／ｆｔ
３）すなわち代わりに７０～８８キログラム毎立方メートル（ｋｇ／ｍ３）であり得る。
緩衝層は、１２．０グラム±３．０グラムであり得るが、重量は、用いられるカバーの種
類によって影響され得る。例えば、２４０ｇ／ｙｄ２±２０ｇ／ｙｄ２の重量を有するポ
リエステルカバーが用いられ得る。緩衝層は、４５～５５ショアＯＯの硬さを有し得、該
硬さは、特別なジグおよびデュロメータにインソールを置くことによって測定され、取付
けられたデュロメータゲージによって布地側において測定され、５秒後に読取りを記録す
る。例示の調整可能支持帯の厚さは、支持帯の様々な部位において変化し得るが、つま先
１０８近くの前方部位の一般的な厚さは、１．５ｍｍ±０．５ｍｍ厚であり得、前足部位
１０９は、２．５ｍｍ±０．５ｍｍ厚であり得、土踏まず部位１１０は、３．６ｍｍ±０
．５ｍｍ厚であり得、そしてかかと部位１０２は、９．０ｍｍ±１．０ｍｍ厚であり得る
。例示の実施形態の長さは、遠位端１０３から近位端１０４まで１７５ｍｍ±５．０ｍｍ
であり得、例示の実施形態の幅は、内側１０５から横方向側１０７まで８１．０ｍｍ±３
．０ｍｍであり得る。長さは、複数のサイズを提供するために変化され得ることは理解さ
れる。
【００２５】
　男性の足のための緩衝層の例示の実施形態は、次の仕様により成形されるポリウレタン
発泡体であり得る：４．３～５．３ポンド毎立方フートの範囲の密度、５．５ｍｍ±１ｍ
ｍの非圧縮発泡体前足厚さ、１５．５ｍｍ±１ｍｍの非圧縮発泡体かかと厚さ、４．３～
５．３　ｌｂｓ／ｆｔ３の密度、５　ｌｂｓ／ｉｎの引裂き強度、および２．５％の圧縮
セットである。緩衝層の密度は、４．３～５．３ポンド毎立方フート（ｌｂｓ／ｆｔ３）
すなわち代わりに７０～８８キログラム毎立方メートル（ｋｇ／ｍ３）であり得る。緩衝
層は、１８．０グラム±３．０グラムであり得るが、但し重量は、用いられるカバーの種
類によって影響され得る。緩衝層は、４０～５０ショアＯＯの硬さを有し得、該硬さは、
特別なジグおよびデュロメータにインソールを置くことによって測定され、取付けられた
デュロメータゲージによって布地側において測定され、５秒後に読取りを記録する。例示
の調整可能支持帯の厚さは、支持帯の様々な部位において変化し得るが、つま先１０８近
くの前方部位の一般的な厚さは、１．５ｍｍ±０．５ｍｍ厚であり得、前足部位１０９は
、２．８ｍｍ±０．５ｍｍ厚であり得、土踏まず部位１１０は、４．１ｍｍ±０．５ｍｍ
厚であり得、そしてかかと部位１０２は、１０．０ｍｍ±１．０ｍｍ厚であり得る。例示
の実施形態の長さは、遠位端１０３から近位端１０４まで１９４ｍｍ±５．０ｍｍであり
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得、例示の実施形態の幅は、内側１０５から横方向側１０７まで９４．０ｍｍ±３．０ｍ
ｍであり得る。
【００２６】
　より大きな快適さまたはより多くの牽引力を提供するために、かつ／または摩滅および
引裂きから緩衝層を保護するために、調整可能支持帯はカバー層を有し得る。例示の実施
形態は、１００％のポリエステルから作られ、緩衝層の上に位置するカバーを有する。調
整可能支持帯の代替の例示の実施形態は、布地、革、ビニル、ポリウレタン、ラテックス
、ナイロン、ポリエステル混合物、ナイロン混合物、綿、綿混合物、アクリル、上記の材
料の任意の混合物、またはインソールの用途などに用いられる任意の典型的な布地、また
はこれらの材料の任意の種類の変種などの様々な種類の材料から作られるカバー層を有し
得る。カバー層は、ポリウレタン接着剤を用いて緩衝層（または任意の間欠層）に取り付
けられ得る。カバー層の形状および寸法は、緩衝層の形状および寸法に一致し得る。緩衝
層に置かれたとき、布地はしわを有しないかまたは少なくとも１０ｍｍ以下の長さのしわ
を有することが好ましい。
【００２７】
　図２は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯の等角図を示す。再び
、遠位側１０３、近位側１０４、内側１０５、および横方向側１０７は、方向づけを提供
するように示される。例示の調整可能支持帯の高くされた外側縁２００の湾曲の厚さおよ
び角度は、モールドまたは積層処理により変化し得る。調整可能支持帯を組み立てる１つ
の方法は、例えば１００％ポリエステルから作られるカバーなどのカバー層を、例えばポ
リウレタン発泡体から作られる緩衝層などの緩衝層に取り付けることである。例えば熱可
塑性ウレタンから作られるシェル層などのシェル層は、ポリウレタン接着剤またはインソ
ールの用途に一般的に用いられる任意の他の種類の接着剤を用いて緩衝層の下側に取り付
けられ得る。代替の実施形態において、間欠二次層は、それ自体支持機能を有し得るが、
緩衝層の下部に付加され得る。シェル層は次いで、緩衝層に取り付けられる代わりにこれ
らの二次間欠層の下に取り付けられ得る。
【００２８】
　図３ａは、本発明の例示の実施形態に従う、例示のインサート付き調整可能支持帯の底
面図、および調整可能支持帯の部品が一緒に適合し得る仕方を示す。例示の調整可能支持
帯が使い古された靴の中に正しく置かれたとき、例示の調整可能支持帯の下部表面は、靴
底に面する。図３ａは、右足を受ける例示の調整可能支持帯を含む。遠位側１０３、近位
側１０４、内側１０５、および横方向側１０７は再び、方向づけを提供するように示され
る。緩衝層３０６の下部は、かかと部位において変形可能な凹み３０４を含み得る。変形
可能な凹み３０４は、ユーザの足からの衝撃の重さを分散するように形つくられる。代替
の実施形態において、変形可能な凹み３０４は、緩衝材の上部領域またはユーザの足から
の特に強い衝撃力を受けやすい、支持帯の他の部分にさえも置かれ得る。
【００２９】
　シェル層３００は、支持帯の下部の一部分に沿って延びる。シェル層３００は、支持帯
が使用されているとき、少なくとも距骨－舟状骨関節から内側の楔状－第一中足骨関節に
長手方向にかつ少なくとも内側の楔状骨の下に横方向に延び、土踏まずの空洞を支持する
ように構成される。示される例示の実施形態において、シェル層は、土踏まずの空洞の少
なくとも一部分横切ってかつ内側土踏まず部位３０１の一部の上を長手方向に伸び、足の
土踏まずの空洞を支持するように下に横方向に延びる。シェル層３００は、足の範囲全体
に延び得るが、足全体に延びる必要はない。例えば、図に示されるように、ちょうど足の
中間の部位、特に内側の土踏まず部位３０１の一部の下、または土踏まずの空洞の一部の
下に延び得る。長さの変化は、シェル材料の硬さおよび堅さの種類、シェル層の形状およ
びシェルによって提供される支持の種類、取り外し可能インサート受けるために用いられ
るインサートの形状および構成の種類、材料のコストなどによって変化し得る。シェル層
３００は、緩衝層によって付加される支持および快適さと共に、土踏まずの空洞を支持す
る。支持帯の代替の実施形態は、緩衝層３０６がシェル層３００の前端部および／または
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後端部を越えて延びるようにさせ得る。シェル層の例示の実施形態は、ポリウレタン接着
剤によって緩衝層に取り付けられ得、好ましくは、シェル層と緩衝材との間の間隔が０．
５ｍｍを超えないようにし得る。
【００３０】
　取り外し可能インサート３０３は、例えば、特定のインサートを受けるように形作られ
た空洞、ディボットまたは凹みなどの、シェル層３００のインサート受け場所部位３０９
においてシェル層３００によって受けられる。インサート３０３が挿入されているとき、
受け場所は、それがインサート３０３に一致するかまたはそれを含むように形作られ得る
。示される例示において、受けられるときインサート３０３は、受容位置の凸状の外殻内
に完全にあり得る。あるいはインサート３０３は、土踏まずの空洞の部位における凸状の
外殻に取り付けられるかまたは凸状の外殻の外に突出し得ることは理解される。取り外し
可能インサートは、互いから離れるように湾曲して作られる突出リブ３０７を含み得る。
突出リブ３０７は、さらなる構造的安定性をインサートおよび支持帯に提供し得る。突出
リブ３０７は、様々な形状、大きさおよび外形をとり得る。突出リブ３０７は、取り外し
可能インサートの本体に沿って長手方向に延びる。インサートの長手方向の端部上の遠位
インサートタブ３０５および近位インサートタブ３１０は、遠位アパーチャ３０８を通っ
て遠位インサートタブ３０５を挿入し、近位アパーチャ３１１を通って近位インサートタ
ブ３１０を挿入することによって、インサートが例示の支持帯の例示のシェル層に取り付
けられることを可能にする。
【００３１】
　図３ｂは、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの調整可能支持帯の例示のシェル層
の底面図を示す。シェル層は、支持帯によって提供される支持量を変化させる、取り外し
可能インサート３０３を受けるように構成され得る。一実施形態において、インサート受
容位置は、支持帯が使用されているとき、少なくとも距骨－舟状骨関節から内側の楔状－
第一中足骨関節に長手方向に延びるシェル層３００の下部表面上の概して長方形の開口部
３０９であり得、該開口部は取り外し可能インサートを受けるように構成される。開口部
３０９は、概してシェル層の中央に位置するが、その場所は変更され得る。開口部３０９
は、この例示の実施形態において、シェル層を通って延びる長手方向の端部に位置する遠
位アパーチャ３０８および近位アパーチャ３１１を含む。アパーチャ３０８および３１１
は、それぞれ、取り外し可能インサート上に単一に成形されるインサートタブ３０５およ
び３１０を受けるように構成され得る。開口部３０９の大きさおよび場所は変化され得る
ことは理解される。さらに、例えば、クリップ、フックおよびループの布地、摩擦ばめ、
ピンおよびホールアセンブリ、留め金などによってインサートを正しい位置に取り付けか
つ／またはその位置に保持するアプローチが用いられ得ることは理解される。
【００３２】
　例示のシェル層３００の内側の土踏まず部位３０１の部分は、突出リブまたはリッジ３
０２をも含み得る。これらのリブ／リッジ３０２は、内側の土踏まず部位における牽引力
および安定性を提供し得る。さらに、リッジ３０２は、より少ない材料のより良い成形性
を有するさらなる構造的安定性を提供し得る。リブ／リッジ３０２はまた、様々な形状、
大きさおよび外形であり得る。あるいは、シェル層３００の内側の土踏まず部位３０１の
部分は、代わりに概して楕円形の穴を含み得るか、またはシェル層３００は、リッジおよ
び穴の組合せを含み得る。突出リッジの場合と同様に、これらの穴は内側の土踏まず部位
における牽引力および安定性を提供し得る。
【００３３】
　図３ｃは、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサート３０３の外
形図を示す。示される図は、靴の内部に置かれたとき靴底に触れる例示の取り外し可能イ
ンサートの側面である。例示の取り外し可能インサートの遠位端１０３および近位端１０
４は、図３ａの例示の調整可能支持帯の遠位端および近位端に一致する。この例において
、近位端１０４は、遠位端１０３より狭いが、支持の種類およびレベルによって様々な形
状に成形され得ることは理解される。このことは、同様に、シェル層３００のインサート
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受容位置の開口部３０９の形状に関しても当てはまる。
【００３４】
　図４は、調整可能支持帯の例示の実施形態のシェル層３００の上面図を示す。シェル層
の上部は、緩衝層３０６の上部に隣接している。方向づけの目的のため、遠位側１０３、
近位側１０４、内側１０５、および横方向側１０７が示される。インサート受容位置にお
いて開口部を含む例示の実施形態において、開口部４００は、シェル層３００の上部から
緩衝層３０６の中に突き出る。さらに、インサート３０３を受けるアパーチャ３０８およ
び３１１は、シェル層３００を通って延び得る。あるいは、アパーチャは、シェル層全体
には伸びなく、インサートタブを受け得る空洞、くぼみ、またはディボットとして成形さ
れ得る。
【００３５】
　支持帯における材料の硬さは、デュロメータによるショア硬さ基準において測定され得
る。硬さは、押込みに対する耐可塑性を測定する。ショアＡ基準は、より柔らかいゴム用
であり、ショアＤ基準は、より硬いゴムまたはプラスチック用である。さらに、押込みの
読取りは時間の経過により変化し得るので、押込み時間が時々提供され、さもなければ硬
さレベルに関して範囲が提供される。さらに、硬さの種々のレベルを試験または定義する
ために種々の基準が用いられ得るが、１つの基準における硬さはなおも、他の基準におけ
る異なる値に同等であり得る。例えば、約７０～９５のデュロメータＡの硬さ範囲は、約
３０～６０のデュロメータＤの硬さ範囲と重なり得る。さらに、異なる測定方法を用いる
測定は、ショア硬さ基準の下で測定される特定の範囲内になおも入り得る。
【００３６】
　シェル層材料は、好ましくは、９５Ａのショア硬さを有する熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ
）である。シェル層はまた、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリウレタン、アクリロニト
リル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレン（Ｓ
ＥＢＳ）、およびインソールの用途に用いられる他の材料からも作られ得る。シェル層は
、９０Ａ～１００Ａまたは少なくとも５９Ｄ～６４Ｄ未満の硬さの範囲にあり得る。
【００３７】
　女性の足に対する調整可能支持帯のシェル層の例示の実施形態は、１．２ｍｍ±０．１
２ｍｍの厚さを有し得る。例示の実施形態のシェル層の長さは、遠位端１０３から近位端
１０４までの最長点から７８．８ｍｍ±２ｍｍであり得、例示の実施形態のシェル層の幅
は、内側１０５から横方向側１０７までの最幅広点から６３．４ｍｍ±２ｍｍであり得る
。
【００３８】
　男性の足に対する調整可能支持帯のシェル層の例示の実施形態は、１．３ｍｍ±０．１
２ｍｍの厚さを有し得る。例示の実施形態のシェル層の長さは、遠位端１０３から近位端
１０４までの最長点から８７．２ｍｍ±２ｍｍであり得、例示の実施形態のシェル層の幅
は、内側１０５から横方向側１０７までの最幅広点から７３．１ｍｍ±２ｍｍであり得る
。
【００３９】
　図５は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯のシェル層３
００の内側の側面図を示す。遠位端１０３は左にあり、近位端１０４は右にある。支持帯
の縁は、内側の土踏まずの側面を横方向に上に延び得る。土踏まず５００の内側の縁の端
部は、足の側面に沿って内側の土踏まずの頂点まで上に延び得る。しかしながら、代替の
実施形態は、内側の土踏まずの頂点の途中までしか上に延びるようにしない場合がある。
全体的に突出リブ３０２は土踏まず部位に並び得るが、あるいは土踏まず部位は、穴を含
むか、無地の表面を有するか、または異なる模様で成形され得る。
【００４０】
　図６は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯のシェル層３００の等
角図を示す。遠位端１０３および近位端１０４は、方向づけの目的のために示される。こ
の図は、取り外し可能インサートの挿入タブ３０５および３１０をそれぞれ受けるように
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構成されるアパーチャ３０８および３１１の別の図を提供する。示される例示において、
アパーチャは、シェル層を通って最後まで延びる。代替の実施形態においてアパーチャは
そのようにする必要がないことは理解される。
【００４１】
　図７は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯シェル層３００の横方
向側面図を示す。遠位端１０３および近位端１０４は、方向づけの目的のために示される
。シェル層は、緩衝層より硬くかつ堅い材料から成形される単一部品であり得る。横方向
かつ長手方向の土踏まずは、内側の長手方向の土踏まずほど顕著ではない場合があるので
、横方向の土踏まずの高さは比較的低くあり得る。シェル層の形状は、足の中央部の形状
のように湾曲し、土踏まずの空洞に対して快適性および支持の両方を提供し得る。
【００４２】
　図８は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の調整可能支持帯シェル層３００の正中
矢状平面図を示す。遠位端１０３および近位端１０４は、方向づけの目的のために示され
る。断面は、成形されたとき、シェル層全体にわたり材料が均質であり、等しく硬くかつ
堅くあり得る、熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ）などの材料を例示する。さらに、厚さは、シ
ェル層全体にわたり長手方向に比較的一定である。シェルは、例えば、熱可塑性ウレタン
などの化学製品の射出成形などの従来の製造工程を用いて作られ得る。
【００４３】
　シェル層自体、ユーザに快適さおよび支持を提供し得る硬さおよび堅さを有する。ユー
ザが軽い支持を望む場合、支持帯は、インサートなしで着用され、すなわち、支持帯内で
受けられる取り外し可能インサートなしで靴の中に置かれ得る。用語「軽い」は、シェル
の外側に対して書き表され、シェル自体が第１かつ最軽量のレベルの支持を提供し得るこ
とをユーザに示し得る。インサートは、シェル層の快適特性および支持特性を変化させる
ために挿入され得る。
【００４４】
　図９は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の内側の側面
図を示す。水平面を表す点線９００は、土踏まずの湾曲を見る関係のために提供される。
例示のシェル層３００の湾曲の土踏まず隙間９０１は、緩衝層３０６の土踏まず隙間と実
質的に一致する。女性の足に対する調整可能支持帯の例示の実施形態は、１２．０ｍｍ±
２．０ｍｍの土踏まず隙間９０１を有し得る。男性の足に対する調整可能支持帯の例示の
実施形態は、１３．５ｍｍ±２．０ｍｍの土踏まず隙間９０１を有し得る。
【００４５】
　図１０は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の正中矢状
平面図を示す。例示の調整可能支持帯の遠位端１０３および近位端１０４は、方向づけを
提供するために示される。シェル層３００は、緩衝層３０６の下部に付着する。例示され
る実施形態において、シェル層３００および緩衝層３０６の両方は、横方向および長手方
向に互いに一致する。さらにこの例示において、緩衝層は、均一の密度を有する単一部品
であり得る。緩衝層の密度および／または厚さはまた、例えば、成形工程、種々の密度の
層を用いる成層工程などにより異質に形成され得ることは理解される。近位端のかかと部
位は、変形可能な凹み３０４の深さを示す。さらに図はまた、取り外し可能インサート３
０３とシェル層３００との間の相互連結を示す。取り外し可能インサート３０３のタブ３
０５および３１０は、ショル層３００を通って、シェル層の両端上の緩衝層３０６の中に
延びる。タブ３０５および３１０は、それぞれアパーチャ３０８および３１１を通って延
び、これはこの角度からは見られ得ないが図６に示される。
【００４６】
　図１１は、本発明の例示の実施形態に従う、図３ａの例示の調整可能支持帯の横方向断
面図を示す。内側おける場合とは異なり、シェル層３００は、緩衝層３０６の横方向側に
上に深く延びない。例えば、回内運動よりはむしろ回外運動に対する支持を提供するよう
に構成されるシェル層は、足の横方向縁に沿って延び得るような代替の設計が用いられ得
ることは理解される。回外運動を支持するように構成される代替のシェル層において、イ
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ンサートは、回内運動を支持するように構成される内側の長手方向の土踏まず部位の縁部
分におけるよりはむしろ、支持帯の横方向かつ長手方向の縁において受けられ得る。
【００４７】
　図１２は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサート３０３の上
面／内部図を示す。遠位タブ３０５および近位タブ３１０は、図１３においてより明確に
見られる本体から延びる。タブは、本体の部分として一体に成形され得る。インサートの
セットは、硬さおよび／または堅さが増加され、提供され得る。各連続的に硬くなるイン
サートは、より大きな程度の支持を提供し得る。あるいは、インサートは、例えば長さな
どの種々の寸法を有し得、その結果、挿入されたときインサートは、調整可能支持帯の形
状特性および支持特性を変化させる。インサートは、開口部に挿入された場合、概してシ
ェル層の厚さであるが、シェルの外側に取り付けられるかまたはシェルから離れるように
突き出る取り外し可能インサートは、より大きい厚さであり得る。１つのインサートセッ
トは、ショア硬さ６４Ｄの熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ）から作られ得る。第２のより堅い
インサートセットは、６５％のショア硬さ６４Ｄの射出成形のＴＰＵと３５％のアクリロ
ニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）の混合から作られ、ショア硬さ７４Ｄを有す
る成形された取り外し可能インサートを作り得る。
【００４８】
　例示の実施形態において、取り外し可能インサートは、取り外し可能インサートを受け
るように構成されたシェル層開口部に類似した寸法を有し得る。
【００４９】
　例えば、女性の足に対する調整可能支持帯の中間にある堅い取り外し可能インサートの
例示の実施形態は、シェル層３００における開口部３０９に一致して、１．２ｍｍ±０．
１２ｍｍの厚さを有し得る。例示の実施形態の取り外し可能インサートの長さは、タブの
長さを含めて遠位端１０３から近位端１０４まで６０．５ｍｍ±２ｍｍであり得る。例示
の実施形態の取り外し可能インサートの幅は、遠位端１０３において３０．０ｍｍ±２ｍ
ｍであり、台形の辺の間の角度によって近位端１０４において狭く変化し得る。
【００５０】
　男性の足に対する調整可能支持帯の中間にある堅い取り外し可能インサートの例示の実
施形態は、１．３ｍｍ±０．１２ｍｍの厚さを有し得る。例示の実施形態の取り外し可能
インサートの長さは、タブの長さを含めて遠位端１０３から近位端１０４まで６６．９ｍ
ｍ±２ｍｍであり得る。例示の実施形態の取り外し可能インサートの幅は、遠位端１０３
において３４．６ｍｍ±２ｍｍであり、台形の辺の間の角度によって近位端１０４におい
て狭く変化し得る。
【００５１】
　図１３は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサート３０３の等
角図を示す。突出リブ３０７は、インサートの一部として一体化して成形され得る。リブ
３０７は、支持を提供し、かつ／またはインサートを堅くし得る。近位インサートタブ３
１０および遠位インサートタブ３０５は、インサートの長手方向の端部から外に延び得る
。
【００５２】
　図１４は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサート３０３の内
側の図を示す。図１５は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサー
ト３０３の側面図を示す。例示の取り外し可能インサートは、その長手方向の軸に沿って
対称的である。代替の非対称的な設計もまた用いられ得ることは理解される。突出リブ３
０７は、図１４および図１５の両方とも下部において示され、遠位インサートタブ３０５
および近位インサートタブ３１０は、インサートの端部から突き出るように見られ得る。
内側の図もまた、インサートの湾曲を示し、インサートは、挿入されたとき、シェル層の
形状および湾曲に一致する。しかしながら、インサートは、シェル層および緩衝層とは異
なって湾曲し得、代替のレベルの支持および／または堅さを提供し得ることは理解される
。
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【００５３】
　図１６は、本発明の例示の実施形態に従う、例示の取り外し可能インサート３０３の正
中矢状平面図を示す。インサートの内部１６００は、比較的に一定の厚さおよび密度の概
して均質の材料である。しかしながら、取り外し可能インサートの代替の実施形態は、異
質の密度および／または厚さであり得ることが理解される。例示の調整可能支持帯におい
て、シェル層は軽い支持を提供する。例示の支持帯において、インサートは、シェル層自
体より硬い。インサートは、互いに寸法的に類似しているが、異なる材料特性を有する。
例えば、ユーザが「中位の」支持を望む場合、インサートはシェル層に取り付けられ、イ
ンサートは、５９Ｄ～６９Ｄのショア硬さの熱可塑性ウレタンから作られる。ユーザが「
堅い」支持を望む場合、より硬いインサートが取り付けられ得、インサートは、６５％の
ショア硬さ６４Ｄの熱可塑性ウレタン（ＴＰＵ）と３５％のアクリロニトリル－ブタジエ
ン－スチレン（ＡＢＳ）との組合せから作られ、６９Ｄ～７９Ｄの全ショア硬さを有し得
る。ＴＰＵのパーセンテージは、６０％～７０％で変化し得、ＡＢＳのパーセンテージは
３０～４０％で変化し得、それらの変化は、インサートの硬さおよび堅さの両方を変化さ
せ得る。換言すると、ＡＢＳに対するＴＰＵの比率は、高い７／３～低い３／２の範囲で
あり得る。あるいは、寸法的に異なるインサートは、異なるレベルの支持を提供し得る。
【００５４】
　示される例示におけるインサートは均一の構成から成形されるが、代替案は均一である
必要はなく、例えば、積層板および／または多重部品アセンブリが用いられ得る。
【００５５】
　１つの代替の例示の調整可能支持帯は、インサートがシェル層の下部においてよりはむ
しろ内側に挿入されることを可能にする。図１７は、本発明の例示の実施形態に従う、代
替の例示の調整可能支持帯およびインサートの下部の等角図を示す。代替の例示は、シェ
ル層の内側の土踏まず部位１７００の縁部分と緩衝層１７０６との間に側面挿入するため
の取り外し可能インサート１７０４を受けるように構成されるシェル層１７０３を有する
。支持帯によって提供される支持量を変化させる取り外し可能インサート１７０４を受け
るように構成されるシェル層は、シェル層の内側の土踏まず部位１７００の一部に位置し
得る。シェル層１７０３およびインサート１７０４は、内側の土踏まず部位１７００の縁
部分を調整することによって、土踏まずの空洞に対する調整可能な土踏まず支持を提供し
得る。
【００５６】
　内側の土踏まず部位１７００の縁は、シェル層１７０３と支持帯によって提供される土
踏まずの支持量を調整する取り外し可能インサート１７０４を受けるように構成される緩
衝層１７０６（または任意の間欠二次層）との間に間隔１７０５を含み得る。取り外し可
能インサート１７０４は、内側の土踏まず部位１７００の縁部分の中に適合する取り外し
可能インサートの切断面１７０７とは異なる角度で延びるリップ１７０１を含み得る。ぴ
ったりの適合を確実にするために、シェル層１７０３と緩衝層１７０６との間の間隔１７
０５は、受けられる取り外し可能インサート１７０４の切断面１７０７とほぼ同じ厚さで
あり得る。さらに層の間の間隔１７０５内に実際にある切断面１７０７の形状は、内側の
土踏まず部位１７００の縁部分の湾曲の形状に実質的に一致する。取り外し可能インサー
ト１７０４がシェル層１７０３と緩衝層１７０６との間に置かれているとき、リップ１７
０１は、インサートを取り外すためのより容易なアクセス提供するために外に突き出る。
【００５７】
　さらに、図１７において、支持帯の下部中央は、図３ｂの例示の実施形態におけるよう
な開口部を含まない。この領域は、円形で凹状の溝、楕円形の穴（土踏まず部位に見出さ
れる穴に類似した）、突出リブ、または、シェル層とユーザの靴の内部との間のさらなる
支持、またはさらなる牽引を提供し得るシェル表面の下部に対する他の調整手段を含み得
る。さらに内側の土踏まず領域１７００の縁部分はまた、楕円形の穴１７０２またはおそ
らく突出リブまたはシェル層における他の調整手段も含み得る。
【００５８】
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　図１８は、本発明の例示の実施形態に従う、図１７の代替の例示の調整可能支持帯の上
面図を示す。図１８の上面図は、図１に示される例示の上部に類似し得る。例えば、図１
の側面１０１は、図１８に示される側面１８００に類似し得、同様に高くされた部分を含
み得る。図１のかかと部位１０２は、図１８のかかと部位１８０１に類似し得る。図１の
かかと部位１０２のように、図１８のかかと部位はまた、ヒールカップを有し得、かつ／
または、足があちこちにスリップするのを防ぐために、代わりに側面のように上方に突き
出得る。
【００５９】
　図１９は、本発明の例示の実施形態に従う、図１７の代替の例示の調整可能支持帯イン
サートの等角図を示す。リップ１７０１は、支持帯内に実際に受けられるインサートの切
断面１７０７の角度とは異なる角度であり得る。
【００６０】
　図２０は、本発明の例示の実施形態に従う、支持帯のためのユーザカスタマイズの適合
を提供する例示の手順のフローチャートを示す。２０００において、支持帯によって提供
される支持量を変化させる取り外し可能インサートを受けるように構成される調整可能支
持帯がユーザに提供され得る。２００１において、種々の特性を有するインサートのセッ
トがユーザに提供され得、インサートは支持帯によって受けられ得る。２００２において
、選択されたインサートが支持帯に挿入されているとき、支持帯からのユーザの好ましい
支持量を提供するインサートのセットの中からひとつのインサートをユーザが選択する指
示がユーザに提供され得る。２００３において、ユーザが十分なインサートを有するかど
うかまたはインサードがユーザのニーズを適切に満足させていないかどうかについて決定
がなされる。十分なインサートを有しないかまたはユーザのニーズを適切に満足させてい
ない場合、２００１が繰り返され、ユーザはより多くのインサートが提供され得る。新し
いインサートが種々の指示特性を有するか、または前のインサートとは寸法的に異なる場
合、２００２が繰り返され、調整可能支持帯の中にインサートを置く方法をユーザに教示
し得る。調整可能支持帯が一旦カスタマイズされるとインサートサーチプロセスは終了し
得る２００４。
【００６１】
　ユーザ側で２００５において、調整可能支持帯はユーザによって受けられ得る。２００
６において、インサートはユーザによって受けられ得る。２００７において、調整可能支
持帯の中にインサートを置く指示は、ユーザによって受けられ得る。２００８において、
２００７において受けられた指示に従って、インサートは、ユーザによって調整可能支持
帯の中に置かれ得る。２００９において、インサート付きの調整可能支持帯は、ユーザに
よって試され得る。２０１０において、調整可能支持帯の支持レベルが着用者にとって快
適であるかどうかが決定される。ユーザが満足した場合、ユーザ選択プロセスは終了する
２００４。支持帯が快適でない場合、ユーザに最大の快適さを提供するインサートが選択
されるまで、ステップ２００８～２０１０が繰り返され得る。
【００６２】
　本発明のいくつかの例示の実施形態が本明細書に特に例示されかつ説明される。しかし
ながら、本発明の修正および変形が、本発明の精神および意図された範囲から逸脱するこ
となく上記教示によってカバーされかつ添付の特許請求の範囲の範囲内であることは理解
される。



(19) JP 2009-540880 A 2009.11.26

【図１】

【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(20) JP 2009-540880 A 2009.11.26

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(21) JP 2009-540880 A 2009.11.26

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(22) JP 2009-540880 A 2009.11.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(23) JP 2009-540880 A 2009.11.26

10

20

30

40



(24) JP 2009-540880 A 2009.11.26

10

20

30

40



(25) JP 2009-540880 A 2009.11.26

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(
BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,
CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,K
P,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU
,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  アベント，　リチャード　ティー．
            アメリカ合衆国　テネシー　３８１１１，　メンフィス，　イルコイ　ロード　２７８６
(72)発明者  ヤング，　フィリップ　シー．
            アメリカ合衆国　テネシー　３８１１７，　メンフィス，　エヌ．　ホワイト　ステーション　ロ
            ード　２５８
(72)発明者  ランディ，　チャールズ　イー．　ジュニア
            アメリカ合衆国　テネシー　３８１３９，　ジャーマンタウン，　イー．　グレンオールデン　ド
            ライブ　２１５９
Ｆターム(参考) 4F050 AA01  EA01  EA04  EA09  HA56  HA58 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

